
第６１回韮工祭開催 

甘利山登山強歩大会開催 

高校芸術文化祭の結果 

ホンダ燃費競技会 

第61回韮工祭開催 
 10 月 12 日（木）・13日（金）の両日、第 61 回韮工祭が行われました。「解放！ ～今韮工え

え感じやねん～」というテーマ通り、昨年までのコロナ流行抑制のための制約から解放され、4

年振りに体育館での全校生徒による鑑賞や模擬店が復活となりました。また体育部門の見直しや

クラス T シャツを競技に入れるなど、新たな試みも導入されました。来場者は保護者のみでし

たが、それでも２日間でのべ 191名（１日目 91名／2日目 100名）もの方々にご来場いただき

ました。直前にコロナ流行の学級閉鎖のため１年３組が参加できない残念な事態もありましたが、

５部門で１位となり総合２連覇を成し遂げた３年６組をはじめ多くの生徒の躍動を見ることが

できました。 

 終了後のアンケートでは、生徒・教職員ともに概ね好意的な意見が多かったようです。ただ、

準備期間の短さに不満を持つ生徒の声が少なからず聞かれました。時期的に定期試験や運動部の

新人大会と重なるため準備期間の確保は難しいながらも、考えていかなくてはならない問題です。

一方教職員からは、危険性の観点から今年度取りやめとなった課題制作に関する意見を多く頂き

ました。工業高校の特色を出すためにも、意見に注意深く耳を傾けながら、代替となる何らかの

展示か競技ができないか、生徒会でもアイディアを出していきたいと思います。 

第５６回甘利山登山強歩大会開催 

今年度の強歩大会は、昨年と同様の距離に設定し、無事に実施することができました。大会当

日は前日の冷え込みも一変し、天候にも恵まれ気持ちよく走ることができました。男子の優勝は

竹内幸穂君（３年）、準優勝は佐野快空君（１年）、3位伊藤周平君（３年）、4位依田悠希君（１

年）、5 位高槻春杜君（３年）と 1，３年生が素晴らしい頑張りを見せてくれました。女子の優

勝は名田屋杏樹さん（２年）、準優勝は谷戸汐那さん（１年）、3位戸嶋優さん（3年）、4位進藤

涼咲さん（２年）、5位内藤咲良さん（1年）でした。女子は１，２，3年生全体的に頑張り、優

勝・準優勝の差は１秒と僅差でした。男子優勝の竹内君は２年連続での優勝となります。優勝す

るために事前に甘利山を走ったり、当日も早く来てウォーミングアップをしたりしていました。

何かを成し遂げるには、準備が大切だと改めて気づかされました。生徒の皆さんの頑張って走る

姿にたくさんの元気をもらいました。来年もその姿が見られるように期待しています。 

また、久しぶりに豚汁とおにぎりが PTA より振舞われて、生徒たちもとても美味しそうに食

べており、喜んでいました。朝早くからの豚汁・おにぎりづくり、沿道での交通指導、休憩所で

のサポート等、保護者の皆様の御協力に感謝申し上げます。 

高校芸術文化祭の結果 

郷土芸能部門 最優秀賞・芸術文化祭賞 受賞 
11月 5日(日)、太鼓部は第 44回山梨県高等学校芸術文化祭 郷土芸能部門に出場し、1位であ

る最優秀賞・芸術文化祭賞を受賞しました。優勝は今回で 6回目、2連覇を果たすことができま
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した。昨年最優秀賞を頂いてからこの日まで、OB や指導してくださる方々からの厳しい言葉、

奄美大島で行われた全国総文祭での演奏など数多くの経験を積んできました。今回の大会も、「納

得できない演奏だった」、「勝てるか不安」など様々な声が聞こえましたが、自分たちを信じるこ

とはとても大切なことだということを感じさせてくれた演奏でした。 

今回は 17人全員で演奏ができて良かったです。色々な思いが詰まった 2連覇でした。運営に

携わった方々、支えてくださった方々、何より頑張ってきた部員の皆、全員に感謝したいと思い

ます。皆さんの思いを背負い、決しておごらず、来年岐阜で行われる総文祭に行ってまいります。

これからもご支援よろしくお願いします。 

新聞部門 優秀賞 受賞  
第４４回山梨県高等学校芸術文化祭新聞部門が１１月９日、ＹＣＣ

県民文化ホールで行われました。新聞部門では、交流会、新聞展示、

高文連紙「月見草」発行のための取材活動が行われました。大会には、

副委員長の遠藤陸さん（２年 1組・玉穂中出身）、小林健治さん（２年

３組・玉幡中出身）、清田ユキオさん（２年５組・玉穂中出身）、清田

ヨシオさん（１年３組・玉穂中出身）、望月秀一さん（１年６組・櫛形

中出身）の５人が参加しました。芸文祭では、発行新聞の審査も行われ、優秀賞に選ばれ、来夏

に行われる全国高校総合文化祭岐阜大会への出場が決まりました。また、今年はグランドステー

ジ第２部で新聞専門部が活動報告を行うこととなり、遠藤陸さんと清田ユキオさんが本校の活動

について、７００人余りの観客の前でパワーポイントを使い、説明しました。緊張しながらも良

い発表ができました。 

ホンダ燃費競技会に出場 
 9月 9日（土）、10日（日）の 2日間で、３年課題研究班と

エコカー部がホンダ エコ マイチャレンジ全国大会に参加し

ました。今年度の開催はいつもより３週間ほど早く、車両に

は非常に厳しい環境下での大会となりました。今年は、長年

使用してきている車両の改良・メンテナンスや車体カラーリ

ングを変更し本番に臨みました。記録は、課題研究班：714.471 

km/lの 16位、エコカー部：635.292 km/lの 17位（高校生クラス 83チーム中）でした。エン

ジンを改良する時間が無かったことや、想定外のことにより記録は伸びなかったのですが、酷暑

中でも懸命に取り組めた思い出に残るイベントとなりました。来年度も引き続き本校の記録

（1225km/l）を超えられるように頑張ります。 
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